
基徴発 1228第 1号

平成 21年 12月28日

都道府県労働局長殿

労働基準局労働保険徴収課長

(公印省略)

日本年金機構の設立に伴う関係政令の整備等及び経過措置に関する政令等による社

会保険労務士関係の取扱いの変更について

( 日本年金機構の設立に伴う関係政令の整備等及び経過措置に関する政令(平成 21年政

令第310号)及び日本年金機構の設立に伴う厚生労働省関係省令の整備及び経過措置に

関する省令(平成21年厚生労働省令第 167号)が本日公布され、これらは平成 22年

1月1・日から施行されることとなった。

これらの政省令により、社会保険労務士法施行令(昭和 43年政令第 327号。以下「令J

という。)、社会保険労務士法施行規則(昭和43年厚生省・労働省令第 1号。以下「士見則」

という。)及び社会保険労務士法に係る聴聞等手続規則~J (平成 6年厚生省・労働省令第5

号。以下「聴聞則Jという。)が別添のとおり改正され、その内容は下記のとおりである

}ので、これらの取扱いについて留意の上、遺漏なきを期されたい。

なお、各都道府県社会保険労務士会に対しては、全国社会保険労務士会連合会より別途

連絡されることを申し添える。

ロ〕善一一口

1 改正前は地方社会保険事務局長に委任されていた、社会保険労務士法に関する以下の

厚生労働大臣の権限を地方厚生(支)局長に委任することとしたこと。

社会保険労務士試験及び紛争解決手続き代理業務試験の申込み等の経由(規則第

5条、第6条及び第9条の 5)

社会保険労務士又は社会保険労務土法人に対する報告の受理及び検査(規則第3

4条第 1項第2号)

社会保険労務士が社会保険労務土法等に違反した場合の社会保険労務士会等から

の通知の受理(規則第 34条第 1項第3号)

社会保険労務士会の総会決議の取消及び役員の解任の命令(規則第 34条第1項

第5号)

社会保険労務士会に対する報告徴収、勧告及び調査(規則第 34条第 1項第6号)



( 

( 

2 日本年金機構の役員(非常勤の者を除く。)又は従事者として従事する労働社会保険

諸法令の実施事務は、社会保険労務士の資格を得る際の実務経験に含まれることとした

こと。

3 規則第 22条の 2に規定する都道府県社会保険労務士会が社会保険労務士に対して注

意を促し、又は必要な措置を講ずべきことを勧告したときの報告については、その報告

先を地方厚生(支)局長としたこと。この場合、都道府県社労士会は、従前と同様事案

の内容に応じて所轄する地方厚生(支)局長又は都道府県労働局長のいずれかに報告す

るものであること。

4 法に関する権限が委任されることに伴い、地方厚生(支)局長を聴聞則の対象となる

聴聞及び弁明の機会の付与を行う者としたこと。



(参考)

地方厚生(支)局及び担当課と都道府県労働局の対応表
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島労働
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木労働
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京労働

奈川労働
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地方厚生(支)局及び担当課

北 3寄 道 厚 生 局
担 当 課 ・ 年 金 管 理課

東 北 厚 生 局
担当課・年金管理課

関東信越厚生 局
担 当 課 : 年 金 調 整課

東海北陸厚生局 ι

担当課ー年金調整課

近 畿 厚 生 局
担当課:年金調整課

中国四国厚i 生局
1担当 課 年 金 管 理課

四 国 厚 生 支 局
担当課年金管理課

九 d刊 厚 生 局
担当課:年金調整課
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(6分間の1)(号外第 2ア5号)

政

令

幸日

O
著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
(
二
九
九
)

O
商
品
取
引
所
法
弐
ひ
商
品
投
資
に
係
る
事

業
の
規
制
に
閲
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令
{
二
一

O
O
)

O
商
品
取
引
所
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
(
三

O
二

O
金
融
尚
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

(三

O
ニ)

O
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

に
関
す
る
政
令
(
三

O
一ニ)

。
外
国
為
替
令
及
び
輸
出
貿
易
管
理
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
(
三

O
凹
)

O
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
盤
理

に
関
す
る
政
令
(
三

O
五
)

O
厚
生
年
金
基
金
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
(
三

O
六
)

O
無
尽
業
法
施
行
令
(
三

O
七
)

O
金
融
庁
設
慣
法
第
四
条
第
三
号
ノ
に
規
定

す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
を
定
め
る
政
令

(三
O
八
)

官月H邑日平成 21年 12月 28日

O 

( 号外)
独立行政法人国立印刷間

府

令

O
金
融
商
品
取
引
法
第
五
章
の
五
の
規
定
に

よ
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
に
関
す
る
内
閣

府
令
(
内
閣
府
七
七
)

O
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
金
融
庁
関
係
内
閣
府

令
の
笠
備
等
に
関
す
る
内
閣
府
令

(
同
七
八
)

"'" 

〔
府
令
・
省
令
〕

一
O
地
方
公
務
員
等
共
済
級
合
法
施
行
規
程
の

七

一

一

部

を

改

正

す

る

命

令

-

一
(
内
閣
府
・
総
務
・
文
部
科
学
問
)

一
O
信
託
兼
蛍
金
融
機
関
営
業
保
証
金
規
則
の

一
一
部
を
改
正
す
る
命
令

一
(
内
閣
府
・
法
務
一
)

九一

O
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一

一
部
を
改
正
す
る
命
令

一
(
内
碕
府
・
財
務
・
厚
生
労
働
・
農
林
水

一
産
・
経
済
産
業
・
国
土
交
通
・
環
境
三
)

一
O
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株

=一一一一
一
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
成
法
施
行
規
則

一
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

一
(
内
閣
府
・
財
務
・
経
済
産
業
二
)

一
O
労
働
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

呈
一
る
命
令
(
内
閣
府
・
厚
生
労
働
一
一
一
)

O
農
業
協
同
組
合
及
び
岨
刷
業
協
同
組
合
連
合

会
の
信
用
事
業
に
関
す
る
命
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
命
令

(
内
閣
府
・
農
林
水
産
一
五
)

f
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O 
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O
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
総
務
一
二
五
)

O
社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
地
方
公
務

員
等
共
済
組
合
法
等
の
特
例
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
医
す
る
省
令
(
同
一
一
一
六
)

O
行
政
手
続
得
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
閲
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
行

政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
閲
す

る
法
律
に
係
る
対
象
手
続
等
を
定
め
る
省

令
共
ひ
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報

の
保
設
に
川
附
す
る
法
律
に
係
る
行
政
手
続

等
に
お
け
る
悩
抑
制
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
同
一
一
じ
)

O
証
券
を
も
っ
て
す
る
"
此
入
納
付
に
関
す
る

法
律
施
行
制
川
呼
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
(
財
務
七
三
)

O
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
(
同
七
閥
、
じ
六
)

O
社
会
保
附
協
定
の
実
施
に
伴
う
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
特
例
等
に
関

す
る
省
令
の
二
郎
を
改
正
す
る
省
令

(
同
七
五
〉

O
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
(
同
七
七
)

O
租
税
特
別
措
約
法
施
行
胤
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
同
七
八
)

O
著
作
枯
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
(
文
部
科
学
三
八
)

O
私
立
学
校
教
脈
民
共
済
法
施
行
刷
則
の
一

郎
を
改
正
す
る
省
令
(
同
三
九
)

，、，、、七
-b 

一六九夫
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cコ

プ1レ
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O
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
及
び

社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
私
立
学
校

教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
の
特
例
等
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
間
四

O
)

O
農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
農
林
水
産
六
七
)

O
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
(
同
六
八
)

O
股
林
水
産
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
悶
六
九
)

O
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の

整
備
に
関
す
る
省
令
(
国
土
交
通
七
二

高 貫費
三三
プミ

規

員リ

三三

き

O
会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分

線
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(
会
計
検
査
院
九
)

O
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
う
関
係
人
事

院
規
則
の
盤
備
に
関
す
る
人
事
院
規
則

(
人
事
院
一
ー
五
六
)

O
人
事
院
規
則
一
六
二
(
在
外
公
館
に
勤

務
す
る
職
員
、
船
員
で
あ
る
職
員
等
に
係

る
災
害
補
償
の
特
例
)
の
一
部
を
改
正
す

る
人
事
院
規
則
(
同
一
六
|
二
!
一
一
一
〉

包
t= 

匂
ι，、

自

〔告

耳て
〕

一一四六

O
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令

第
一
条
第
十
三
号
の
ニ
に
規
定
す
る
指
定

格
付
機
関
を
指
定
す
る
件
(
金
融
庁
七
二
)
一
一
一
主

(
以
下
次
の
ベ

l
ジ
へ
続
く
)

号

本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
は
‘

次
の
ベ
l
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
.

高
ノ一、



(号外第 275号)

政
令
第
三
百
九
号

肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
令

内
閣
は
、
肝
炎
対
策
基
本
法
〈
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
)
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
己
の
政

令
を
制
一
定
す
る
。

(
委
員
の
任
期
)

第
一
条
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
(
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
)
の
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠

の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

2

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
と
と
が
で
き
る
。

(
会
長
)

第
二
条
協
議
会
に
、
会
長
在
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

Z

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
協
議
会
を
代
表
す
る
。

3

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
在
代
理
す
る
。

(
専
門
委
員
)

第
三
条
協
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
蚕
員
を
置
く
と
と
が
で
き
る
。

2

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。

3

専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

4

専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

(
議
事
)

第
四
条
協
議
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
在
聞
き
、
議
決
す
る
と
と
が
で
き
な
い
。

2

協
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
L
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
己
ろ
に
よ
る
。

(
庶
務
)

第
E
条
協
議
会
白
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

(
雑
則
〉

第
六
条
己
の
政
令
に
定
め
る
も
の
申
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が

協
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

乙
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
白
か
ら
施
行
す
る
。

幸:~官月曜日

厚
生
労
働
大
臣
長
妻

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
正
人
臣
菅
直
人

平成 21年 12月28日

御

御

璽

名平
成
二
十
一
年
十
一
一
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

菅

直

人
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関
係
政
令
の
整
備
等
(
第
一
条
第
五
十
九
条
)

経
過
措
置
(
第
六
十
条
l
第
六
十
=
条
)

( 

昭

第
一
章
関
係
政
令
の
整
薦
問
等
'

(
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
(
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
十
号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
を
削
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
」
を
「
厚
生
年
金
保
険
法
〈
以
下
「
法
」
と
い
う
。
)
第
二
十

六
条
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
事
業
所
」
を
「
事
業
所
又
は
事
務
所
(
以
下
単
に
「
し
事
業
所
」
と
い

う
。
)
」
に
、
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
在
「
日
本
年
金
機
構
(
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
ど
に
改
め
、
同
条
在
第
一
条
と

す
る
。第

三
条
の
こ
の
こ
を
第
二
条
と
し
、
第
三
条
の
こ
の
=
を
第
三
条
と
す
る
。

第
三
条
の
三
第
一
号
中
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
」
在
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
か
改
正
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
年

芦
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
」
と
い
う
。
ど
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
の
ご
と
す
る
。

第
三
条
の
四
第
一
号
中
「
船
員
保
険
法
」
の
下
に
「
(
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
)
」
を
加
え
、
同
条
在
第
三
条

の
三
と
す
る
。

第
三
条
の
四
の
こ
を
第
三
条
の
固
と
し
、
第
一
一
一
条
の
四
の
三
を
第
三
条
の
四
の
ニ
と
す
る
。

第
三
条
の
六
の
二
の
見
出
し
中
「
七
十
歳
以
上
白
使
用
さ
れ
る
者
」
を
「
法
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
七
十
歳
以

上
の
使
用
さ
れ
る
者
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
七
第
一
号
中
「
旧
法
」
を
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
第
三
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
(
以
下
「
旧
法
」

と
い
う
。
)
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
十
二
の
三
の
表
第
三
条
の
二
第
一
項
の
項
及
び
第
三
条
の
十
二
の
九
第
一
項
の
表
第
三
条
の
二
第
一
項

の
項
中
「
第
三
条
の
二
第
-
項
」
在
「
第
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
船
舶
所
有
者
以
外
」
を
「
船
舶
所
有
者
(
同
号
に
規
定
す
る
船
舶
所
有
者
在
い
う
。
以
下
己

の
項
及
び
第
四
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
以
外
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
九
条
を
加
え
る
。

(
法
第
百
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
情
)

第
四
条
の
こ
法
第
百
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
情
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
己
と
と
す
る
。

一
納
付
義
務
者
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
月
数
分
以
上
の
保
険
料
か
滞
納
し
て
い
る
と
と
。

二
納
付
議
務
者
が
法
第
百
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
(
以
下
「
滞
納
処
分
等
そ

の
他
の
処
分
」
と
い
う
J
の
執
行
在
免
れ
る
目
的
で
そ
の
財
産
に
つ
い
て
隠
ぺ
い
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

シ
可

三
納
付
義
務
者
が
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
そ
の
他
法
(
第
九
章
を
除
く
。
第
四
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
規

定
に
よ
る
徴
収
金
の
額
(
納
付
義
務
者
が
、
健
康
保
険
法
(
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
)
の
規
定
に
よ
る
保

険
料
文
は
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
、
児
童
手
当
法
(
昭
和
田
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
)
の
規
定

に
よ
る
拠
出
金
、
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年

法
律
第
百
三
十
一
号
)
の
規
定
に
よ
る
特
例
納
付
保
険
料
そ
叩
他
E
れ
ら
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
(
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
E
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
滞
納
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
滞
納

し
て
い
る
保
険
料
、
拠
出
金
、
特
例
納
付
保
険
料
又
は
と
れ
ら
の
法
律
に
よ
る
徴
収
金
の
合
計
額
在
加
算
し
た

額
)
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
金
額
以
上
で
あ
る
と
と
。

四
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
在
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
義
務
者
が
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
そ
の
他

法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
盃
の
納
付
に
つ
い
て
誠
実
な
意
思
在
有
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
己
と
。

〔
財
務
大
臣
へ
の
権
限
の
委
恒
)

第
四
条
の
三
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
百
条
の
玩
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
権
限
を

委
任
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
吉
、
そ
の
全
部
在
財
務
大
匡
に
委
任
す
る
。

一
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
徴
収
法
(
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
盲
四

十
七
号
)
第
百
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
告
知

( 



50 

(
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
権
限
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
公
法
人
を
定

め
る
政
令
の
一
部
改
正
)

第
十
六
条
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
権
限
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
公
法

人
在
定
め
る
政
令
(
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
一
一
百
九
十
三
号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
日
本
電
気
計
器
検
定
所
」
の
下
に
「
、
日
本
年
金
機
構
」
在
加
え
る
。

円
独
立
行
政
法
人
等
登
記
令
の
一
部
改
正
)

第
十
七
条
独
立
行
政
法
人
等
登
記
令
(
昭
和
=
十
九
年
政
令
第
二
十
八
号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
日
本
電
気
計
器
耳
慣
定
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(号外第 275号)

白
木
年
金
機
構

日
本
年
金
機
構
法
(
平
成
十
九
年
法
一
資
本
金

律
第
吉
九
号
〉

〈
法
人
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
十
八
条
法
人
説
法
施
行
令
(
昭
和
四
十
年
政
省
第
九
十
七
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
二
十
九
号
り
中
「
政
府
文
は
」
及
ひ
「
国
民
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金

法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
号
)
附
則
第
四
条
(
厚
生
年
金
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
)
文
は
」
を
削
る
。

(
行
政
相
談
委
員
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
法
人
者
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
)

第
十
九
条
行
政
相
談
委
員
法
第
二
条
第
-
項
第
一
号
の
法
人
を
定
め
る
政
令
(
昭
和
田
十
一
年
政
令
第
二
百
二
十
二

号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
日
本
年
金
機
構

(
厚
生
年
金
基
金
令
の
一
部
改
正
)

第
二
十
条
厚
生
年
金
基
金
令
(
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
)
の
一
部
在
次
の
ょ
っ
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
の
三
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
厚
生
労
働
大
匡
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
情
報
の
提
供
の
求
め
の
権
限
に
係
る
事
務
は
、
日
本
年
金
機
構
に
行
わ

せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
行
予
っ
と
と
を
妨
げ
な
い
。

第
五
十
五
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
日
本
年
金
機
構
へ
の
事
務
の
委
話
)

第
五
十
五
条
の
三
の
二
厚
生
労
働
大
臣
は
、
日
本
一
年
金
機
繕
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
在
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

一
法
第
八
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
現
価
相
当
額
の
徴
収
に
係
る
事
務
(
当
該
徴
収
を
除
く
。
)

二
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務

2

法
第
百
条
の
十
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
日
本
草
金
扇
構
へ
の
事
務
の
委
託
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

ζ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
機
構
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
年
金
機
構
(
次
項
に
お

い
で
「
機
構
」
と
い
う
。
ど
と
、
「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
基
金
令
第
五
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項

各
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
基
金
令
第
五
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
各
号
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

(
-
官
八
会
聞
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
十
一
条
官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
(
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
二

百
四
十
八
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
つ
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
号
中
「
日
本
中
央
競
馬
会
」
在
「
日
本
年
金
機
構
及
び
日
本
中
央
競
馬
会
」
に
改
め
る
。

(
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
十
二
条
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
(
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す

ザ@。
第
五
渠
第
三
号
在
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
基
礎
年
金
蕃
号
(
国
民
年
金
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
蕃
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)

幸田官月曜日平成 21年 12月 28日

第
二
十
三
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
二
十
四
条
の
四
第
五
号
中
「
並
び
に
国
民
年
金
手
帳
の
記
号
及
び
番
号
」
を

「
及
ひ
基
礎
年
金
審
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
号
イ
及
ひ
ロ
中
「
国
民
年
金
手
帳
の
記
号
及
び
番
号
」
在
「
基
礎
年
金
蕃
号
」
に
改
め
、
同
号

ハ
中
「
国
国
周
年
金
手
恨
の
記
号
及
び
番
号
翼
ひ
に
」
在
「
基
礎
年
金
吾
号
及
び
」
に
改
め
る
。

社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
令
(
昭
和
四
十
=
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正

第
二
十
四
条
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
厚
生
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
(
昭
和
四
十
七
年
政
令

第
百
八
号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
六
条
の
在
老
「
第
五
十
六
条
の
十
ご
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
五
第
一
項
中
「
及
び
第
五
十
六
条
の
八
」
在
「
、
第
五
十
六
条
の
八
及
ひ
第
五
十
六
条
の
十
一
第

一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
二
節
第
二
款
中
第
五
十
六
条
の
九
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

門
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
)

第
五
牛
上
ハ
条
の
十
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
は
、
日
本
年
金
機
構
(
以
下
「
機
構
」
と
い

う
。
)
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

一
前
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
第
五
十
六

条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理

二
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限

Z

厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
四
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
機
構
に
よ
る
前
項
各
号

に
掲
げ
る
権
限
に
係
る
事
務
の
実
話
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
己
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
榔
に
掲
げ
る
同

法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
柵
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る。

第百条の 百条第

の

第望
第四

項

露Z 又前項は

第
、

ぞ 第

前項

不雪部

するきと
項文は

条第同
又不適は当

文は

条第同 部

項お』こ

以王轡機し、

準用前すてる と

十の
し)つ、。

る。



(号外第 275号)

健
保
組
合
」
と
い
う
。
)
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
者
に
限
る
J
の
う
ち
、
法
の
施
行
の
目
前
に
、
改
正
前
国
共
済
法
第

六
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
貨
の
支
給
を
受
け
た
も
の
に
対
す
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康

保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
七
項
第
一
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第

一
号
中
「
高
額
療
養
費
(
同
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
J
」
と
あ
る
の
は
「
高
額
療

養
費
(
同
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
J
文
は
日
本
年
金
機
構
法
(
平
成
十
九
年
法
律

第
百
九
号
)
附
則
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
芦
受
口
法
第
六
十
条
の
二
に
規
定
す
る
高

額
療
養
費
(
日
本
年
金
機
構
法
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
組
合
の
支
給
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日

本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
(
平
成
二
十
一
年
政
令
第
三
百
十

号
)
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
委
ロ
法
施
行
令
(
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
〉

第
十
一
条
の
三
の
四
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
)
」
と
、
同
条
第
七
項
第
}
号
イ
中
「
同

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
)
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
J
文
は
日
本

年
金
機
構
法
附
則
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
六
十
条
の
二
に
規
定
す
る
高

額
療
養
費
(
入
院
療
養
に
限
る

.
X日
本
年
金
機
構
法
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
組
合
の
支
給
に
係

る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
第
十
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限

る
J
」
と
す
る
。

(
出
組
合
の
任
意
継
続
組
合
員
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
六
十
一
条
法
附
則
第
三
十
八
条
第
二
項
文
は
第
三
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
法
(
大
正
十
一
年

法
律
第
七
十
号
)
第
四
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
も
っ
て
そ

の
者
の
同
法
に
よ
る
標
準
報
酬
月
額
と
す
る
。

一
そ
の
者
の
退
職
時
の
改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る
標
準
報
酬
の
月
額
(
法
附
則
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る

者
で
あ
っ
て
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
四
十
九
条
の
二
第
一
号
括

弧
書
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
定
め
る
要
件
に
該
当
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
括
弧
書
の
規
定
に
よ
り
求
め

た
標
準
報
酬
の
月
額
)

二
前
年
(
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
健
康
保
険
法
に
よ
る
標
準
報
酬
月
額
に
つ
い
て
は
、
前
々
年
)
の
九
月
三
十
日

に
お
け
る
そ
の
者
の
属
す
る
新
設
健
保
組
合
の
管
掌
す
る
全
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
を
平
均
し
た
額
(
新
設

健
保
組
合
が
当
該
平
均
し
た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
規
約
で
定
め
た
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
規
約
で
定
め

た
額
)
を
同
法
に
よ
る
標
準
報
酬
の
基
礎
と
な
る
報
酬
月
額
と
み
な
し
た
と
き
の
同
法
に
よ
る
標
準
報
酬
月
額
(
平

成
二
十
二
年
一
月
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
の
同
法
に
よ
る
標
準
報
酬
月
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年

一
月
一
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
属
す
る
旧
組
合
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
組
合
員
〈
改
正
前

国
共
済
法
第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
任
意
継
続
墾
ロ
員
を
除
く
。
)
の
改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る
標

準
報
酬
の
月
額
の
合
計
額
を
当
該
組
合
員
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
を
改
正
前
回
共
済
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
標
準
報
酬
の
基
礎
と
な
る
報
酬
月
額
と
み
な
し
て
、
問
項
の
規
定
に
よ
り
求
め
た
標
準
報
酬
の
月
額
)

(
健
康
保
険
法
第
百
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
六
十
二
条
法
附
則
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
健
康
保
険
法
第
百
四
条
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金

の
受
給
権
者
で
あ
っ
て
、
当
該
傷
病
に
よ
る
障
害
に
つ
い
て
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
文
は

障
害
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
と
と
が
で
き
る
も
の
に
対
す
る
健
康
保
険
法
第
百
八
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
引
き
続
き
同
法
第
百
四
条
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
聞

は
、
当
該
障
害
共
済
年
金
文
は
障
害
一
時
金
を
厚
生
年
金
保
険
法
(
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
)
に
よ
る
障

害
厚
生
年
金
文
は
障
害
手
当
金
と
み
な
す
.

(
平
成
十
=
一
年
統
合
法
附
則
第
二
十
五
条
第
一
項
目
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止
前

農
林
共
済
法
第
七
十
八
条
の
こ
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
読
替
え
)

第
六
十
三
条
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体

職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
(
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
十
三

年
統
合
法
」
と
い
う
。
)
附
則
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止
前

農
林
共
済
法
(
平
成
十
三
年
統
合
法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
廃
止
前
農
林
共
済
法
を
い
う
。
)
第
七

十
八
条
の
こ
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
、
「
厚
生
労
働
大
臣
」

と
す
る
。

a 

報

附

則

蓮
司
司

寸
縄

E
1
4喝
イ

』

。

日

}

}

月

ヲ

日

(
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
)

第
二
条
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
第
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
問
、
同
条
第
三
号
中
「
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
」
と
あ
る
の
は
、
「
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保

険
料
若
し
く
は
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
平
成
十
九
年
改
正
法
」
と
い
う
J
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
{
平
成

十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
徴
収
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
も
の
に
限
る
.
)
」

と
す
る
。

(
児
童
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
)

第
三
条
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
手
当
法
施
行
令
第
七
条
の
八
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
問
、
同
項
第
一
一
一
号
中
「
鉛
員
保
険
法
(
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
)
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
」
と
あ
る

の
は
、
「
船
員
保
険
法
(
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
)
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
若
し
く
は
雇
用
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
.
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
平
成
十
九
年
改
正
法
」
と
い
う
J

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
(
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
十
五
条
の

規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
徴
収
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
ご
と
す
る
.

(
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
)

第
四
条
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
同
条
第
二
号
中
『
船
員
保
険
法
(
昭
和
十
四
年
法

律
第
七
十
三
号
)
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
」
と
あ
る
の
は
、
「
船
員
保
険
法
(
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
)
の
規

定
に
よ
る
保
険
料
若
し
く
は
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
.
以
下
と
の

号
に
お
い
て
「
平
成
十
九
年
改
正
法
」
と
い
う
.
)
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保

険
料
(
平
成
十
九
年
改
正
法
問
則
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
徴
収
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
も
の

に
限
る
.
ご
と
す
る
.

(
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
再
就
職
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
五
条
離
職
時
の
官
職
の
任
命
権
者
が
社
会
保
険
庁
長
官
で
あ
っ
た
者
が
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
国
家
公
務
員

法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
)
第
百
六
条
の
二
十
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
文
は
職
員
の
退
職
管
理
に

関
す
る
政
令
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
二
十
六
条
第
二
項
若
レ
く
は
第
三
項
目
規
定
に
よ
る

届
出
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

(
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
六
条
第
五
十
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
.

総
務
大
臣
原
口
一
博

法
務
大
臣
千
葉
景
子

財
務
大
臣
藤
井
裕
久

文
部
科
学
大
臣
川
端
達
夫

厚

生

労

働

大

臣

長

妻

昭

農
林
水
産
大
臣
赤
松
広
隆

経
済
産
業
大
臣
直
嶋
正
行

環
境
大
臣
小
沢
鋭
仁

防
衛
大
臣
北
海
俊
美

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

菅

直

人

カ
らl
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明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

(3分冊の1)

( 号 外)
独立行政法人国立印刷局

(号外第 276号)

〔
府
令
・
省
令
〕

O
確
定
拠
出
年
金
運
営
管
理
機
関
に
関
す
る

命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

(
内
閣
府
・
厚
生
労
働
二
ニ
)

報

省

令〕

官

O
理
容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
及
び
美
容
師

養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
(
厚
生
労
働
一
五
九
)

O
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
間
一
六
O
)

O
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
及
び
社
会
保
険
労

務
土
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
(
同
一
六
一
)

O
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
文
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
同
一
六
一
一
)

。
社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
国
民
年
金

法
施
行
規
則
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
施
行

規
則
の
特
例
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
(
間
二
ハ
三
)

。
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
同
一
六
四
)

月日量日平成 21年 12月 28日
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O
日
本
年
金
機
構
の
業
務
運
営
に
関
す
る
省

令
(
同
一
六
五
〉

O
臼
本
年
金
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す

る
省
令
(
同
二
ハ
六
)
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O
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
う
厚
生
労
働

省
関
係
省
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関

す
る
省
令
(
同
一
六
七
)
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0
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係

省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
(
同
一
六
八
)

O
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保

及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
二
項
の

市
町
村
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
同
一
六
九
〉

O
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保

及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
(
同
一
七

O
)

。
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
同
一
七
一
)

告

一氷山

r、
O
子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
を
行
い
、
文

は
行
う
こ
と
と
な
る
労
働
者
の
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
と
の
立
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置

に
関
す
る
指
針
(
厚
生
労
働
五

O
九
)

O
理
容
師
養
成
施
設
の
通
信
課
程
に
お
け
る

授
業
方
法
等
の
基
準
及
び
美
容
師
養
成
施

設
の
通
信
課
程
に
お
け
る
授
業
方
法
等
の

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

(
同
五
一
つ
〕

f
l
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"" 

O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
賃
金
日
額
の
算

定
の
方
法
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
(
同
五
一
一
)

O
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
三
十
六
条
第
一

項
各
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
利
率
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
五
一
二
)

-
O厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
五
条
の
こ
に
規

一
定
す
る
責
任
準
備
金
に
相
当
す
る
額
の
算

一
出
方
法
に
関
す
る
特
例
の
一
部
を
改
正
す

一
る
件
(
同
五
一
三
)

一
O
社
会
保
険
労
務
土
法
別
表
第
二
第
二
号
3

一
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
指

一
定
す
る
団
体
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

一
す
る
件
(
同
五
一
四
u

一喜三

O
厚
生
保
険
特
別
会
計
年
金
勘
定
よ
り
支
出

一
さ
れ
る
補
助
金
の
交
付
に
関
す
る
事
務
を

一
委
任
し
た
件
を
廃
止
す
る
件

一
(
同
五
一
五
)

一
O
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
六
条
の
四
に
お

一
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四

一
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
，

一
臣
が
同
意
し
た
件
(
同
五
二
ハ
)

一
O
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

一
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法

-
第
百
三
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き

一
厚
生
労
働
大
臣
が
同
意
し
た
件

一
(
同
五
一
七
)

一
O
介
護
保
険
法
第
百
三
十
四
条
第
八
項
の
規

一
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
同
意
し
た

一
件
(
同
五
一
八
)

一
O
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
五
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
第
四

種
被
保
険
者
の
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合

の
期
間
及
び
納
付
す
べ
き
額
を
定
め
る
件

(
同
五
一
九
)

百ヨs:完
コ九歪歪E 

J、

実

O
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
第

一
環
の
規
定
に
基
づ
き
受
給
権
者
が
そ
の

日
ま
で
に
届
書
等
を
提
出
す
べ
き
日
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
日
を
定
め

る
件
(
間
五
二

O
)

O
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
五
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
受
給
権
者

が
そ
の
日
ま
で
に
届
書
等
を
提
出
す
べ
き

日
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
日

を
定
め
る
件
(
伺
五
二
一
)

O
国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
附
則
第
五
条
第
二
項
に
基
づ
き

受
給
者
が
そ
の
日
ま
で
に
届
書
等
を
提
出

す
べ
き
日
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
日
を
定
め
る
件
〈
同
五
ニ
ニ
)

O
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
省
令
附
則
第
二
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
年
金
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
六

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険

の
管
掌
者
た
る
政
府
が
支
給
す
る
も
の
と

さ
れ
た
年
金
た
る
給
付
の
受
給
権
者
が
そ

の
日
ま
で
に
届
書
等
を
提
出
す
べ
き
日
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
日
を
定

め
る
件
(
間
五
二
一
ニ
)

O
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
附
刻
第
五
十
一
条
の
ニ
第

五
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
年
金
保
険
制

度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制

度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体

職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法

律
附
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

厚
生
年
金
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
が
支

給
す
る
も
の
と
さ
れ
た
年
金
で
あ
る
給
付

の
受
給
権
者
が
そ
の
日
ま
で
に
書
類
等
を

提
出
す
べ
き
日
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
日
を
定
め
る
件
(
同
五
ニ
四
)

(
以
下
次
の
ベ

l
ジ
へ
続
く
)

支

夕、
〈コ
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(
重
要
な
財
産
の
処
分
等
の
認
可
)

第
十
二
条
機
構
は
、
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
文
は
担
保
に
供
す
る
と
と
(
以
下
己

の
条
に
お
い
て
「
処
分
等
」
と
い
う
。
)
に
つ
い
て
認
可
か
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
匡
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
処
分
等
に
係
る
財
産
の
内
容
及
び
評
価
額

ニ
処
分
等
の
条
件

三
処
分
等
の
方
法

四
機
構
の
業
務
運
営
上
支
障
が
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由

附

則

(
施
行
期
日
)

第
一
条
と
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
承
継
時
の
償
却
資
産
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
=
条
機
構
の
成
立
の
際
法
附
則
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
出
資
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
資
産
の
う

つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
の
指
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

2

前
項
の
指
定
を
受
け
た
資
産
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
は
、
減
価
償
却
費
は
計
上
せ
ず
、
資
産
の
減
価
額
と
同
額
を

資
本
剰
余
金
に
対
す
る
控
除
と
し
て
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

(
財
務
諸
表
)

一
第
一
二
条
日
本
年
金
機
構
法
(
以
下
「
法
」
と
い
う
。
)
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
害

一
類
は
、
独
立
行
政
法
人
会
許
基
準
に
定
め
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

1
計
算
普
及
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
コ
ス
ト
計
算

一
曹
と
す
る
。

一
(
閲
覧
期
間
)

一
第
四
条
法
第
四
十
一
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
聞
は
、
五
年
と
す
る
。

一
(
利
益
及
び
損
失
の
処
理
)

一
第
五
条
機
構
は
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
利
益
在
生
じ
た
と
き
は
、
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
損

一
失
を
う
め
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額
は
、
国
庫
納
付
準
備
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

』

し
一
2

機
構
は
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
許
算
に
お
い
て
損
失
在
生
じ
た
と
き
は
、
前
墳
の
規
定
に
よ
る
国
庫
納
付
準
備
金

一
を
減
額
し
て
整
理
し
、
な
お
不
足
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
不
足
額
は
、
繰
越
欠
損
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

一
な
い
。

)
(
国
庫
納
付
準
備
金
の
処
分
)

一
第
六
条
機
構
は
、
毎
事
業
年
度
1

前
条
の
規
定
に
よ
る
整
理
を
行
っ
た
後
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
』
受
け
た
金
面
倒

一
を
超
え
る
額
の
国
庫
納
付
準
備
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
思
庫
に
納
付
し
一

一

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

目

次

一

(

毘

庫

納

付

金

の

納

付

の

手

続

)

一

第

一

章

一
第
七
条
機
構
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
(
以
下
「
国
庫
納
付
金
」
と
い
う
。
)
か
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
一
第
二
章

一
国
庫
納
付
金
の
計
算
警
に
、
当
該
国
庫
納
付
金
が
生
じ
た
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
、
当
該
事
業
空
度
の
損
益
軒
一
附
則

一
算
書
そ
の
他
の
当
該
国
庫
納
付
金
の
計
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
害
類
を
添
付
し
て
、
当
該
事
業
生
度
の
次
の
事
一
第
一
章
関
係
省
令
の
整
備

一

業

Eの
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
己
れ
を
重
労
働
大
E
K提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
E年

金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
悪

一

z
E労

働
大
臣
は
、
前
項
の
国
庫
納
付
金
の
計
算
委
び
添
付
脅
類
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
ま
、
書
号
、
当
一
第
一
条
厚
生
年
金
保
険
童
話
則
(
昭
和
一
干
九
年
霊
省
令
包
一
干
七
き
の
一
部
員
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一

4

一
目
次
中
「
書
類
の
経
由
等
」
在
「
認
可
に
関
す
る
通
知
等
」
に
一
第
九
十
-
条
」
在
「
第
百
二
十
七
条
」
に
改
め

一
該
国
庫
納
付
金
の
計
算
書
及
び
添
付
書
類
の
写
し
を
財
務
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
一

j
3
0

一

(

国

庫

納

付

金

の

納

付

期

限

)

一

1
第
一
条
第
一
項
中
「
星
年
金
保
険
法
施
行
令
(
昭
和
二
十
九
年
著
書
十
号
。
以
下
「
令
」
と
い
え
)
第
二

一
第
八
条
国
庫
納
付
金
は
、
当
該
国
庫
納
付
金
が
生
じ
た
事
業
年
度
の
次
の
事
業
年
度
の
七
月
十
日
ま
で
に
納
付
し
な
一
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
関
す
る
保
険
の
権
限
を
行
う
べ
き
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
文

一
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

一
は
社
会
保
険
事
務
所
長
(
以
下
「
社
会
保
険
事
務
所
長
等
」
と
い
う
J
」
在
「
同
時
に
二
以
上
の
事
業
所
又
は
事
務

一

(

国

庫

納

付

金

の

帰

属

す

る

会

計

)

一

所

(

以

下

単

に

「

事

業

所

」

と

い

う

。

)

に

使

用

さ

れ

る

に

至

っ

た

と

き

(

当

該

こ

以

上

の

事

業

所

に

係

る

日

本

年

金

一
第
九
条
国
庫
納
付
金
は
、
年
金
特
別
会
計
業
務
勘
定
に
帰
属
す
る
。
一
機
構
(
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
)
の
業
務
が
二
以
上
の
年
金
事
務
所
ハ
日
本
年
金
機
構
法
(
平
成
十
九
年
法
律
第
百

一

(

借

入

金

白

認

可

)

一

九

号

)

第

二

十

九

条

に

規

定

す

る

年

金

事

務

所

在

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

に

分

掌

さ

れ

て

い

る

場

合

に

限

る

。

)

は

、

そ

一
第
十
条
機
構
は
、
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
短
期
借
入
金
の
借
入
れ
の
認
可
を
受
け
よ
っ
と
す
る
と
き
一
の
者
に
係
る
機
構
の
業
務
を
分
掌
す
る
年
金
事
務
所
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
文
は
事
務
所
(
以
下
単
に
「
事

一
文
は
同
条
第
二
項
た
だ
し
曹
の
規
定
に
よ
り
短
期
借
入
金
の
借
換
え
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
一
業
所
」
と
い
う
。
ど
在
削
り
、
「
そ
の
選
択
し
よ
う
と
す
る
社
会
保
険
事
務
所
長
等
」
を
「
機
構
」
に
改
め
、
同
項
第

一
げ
る
事
事
記
載
し
た
申
請
号
室
語
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

-

二
号
中
「
国
民
年
金
量
高
則
(
昭
和
三
十
五
年

E省
令
第
士
事
第
五
全
国
民
芸
品
目
(
昭
和
三

一

一

借

入

れ

在

、

重

と

す

る

理

由

十

四

年

法

律

第

百

四

十

一

三

第

十

四

条

」

に

改

め

る

。

一

第

二

条

第

-

項

中

「

、

同

一

の

社

会

保

険

事

務

所

の

管

轄

区

域

(

い

ず

れ

の

社

会

保

険

事

務

所

の

管

轄

に

も

該

当

一

二

借

入

金

の

額

し

な

い

場

合

に

あ

っ

て

は

、

地

方

社

会

保

険

事

務

局

の

管

轄

区

域

(

当

該

地

方

社

会

保

険

事

務

局

の

管

内

の

社

会

保

一

三

借

入

金

の

借

入

先

険

事

務

所

の

管

轄

区

域

者

除

く

。

)

第

七

十

九

条

第

二

項

及

び

第

三

項

に

お

い

て

同

じ

。

)

内

に

お

い

て

」

在

削

り

、

「

と

一

四

借

入

金

の

利

率

き

」

の

下

に

「

(

前

条

第

一

項

に

規

定

す

る

場

合

在

除

く

。

)

」

在

加

え

、

「

社

会

保

険

事

務

所

長

等

」

者

「

機

構

」

に

改

一

五

借

入

金

の

償

還

の

方

法

及

ひ

期

限

め

る

。

一

六

利

息

の

支

払

の

方

法

及

ひ

期

限

第

二

条

の

二

中

「

第

一

条

文

は

前

条

の

規

定

に

よ

る

届

出

を

し

た

社

会

保

険

事

薮

附

長

等

」

を

「

機

構

」

に

改

め

一

七

そ

の

他

必

要

な

事

項

る

。

一

(

重

要

な

財

産

)

第

三

条

第

一

項

第

二

号

中

「

及

び

管

轄

社

会

保

険

事

務

所

長

等

」

を

削

る

。

-
第
十
一
条
法
第
四
十
五
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産
は
、
土
地
及
び
建
物
と
す
る
。
第
四
条
第
-
項
及
び
第
五
条
中
「
社
会
保
険
事
務
所
長
等
」
者
「
機
構
」
に
改
め
る
。

(号外第276号)

日
本
年
金
機
構
法
(
平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
)
及
び
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び

経
遇
措
置
に
関
す
る
政
令
(
平
成
二
十
一
年
政
令
第
一
一
百
十
号
)
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
律
及
び
関
係
政
令

の
規
定
に
基
ラ
音
、
共
ひ
に
関
係
法
律
在
実
施
す
る
た
め
、

ζ

の
省
令
在
制
定
す
る
。

昭

幸日

関
係
省
令
の
整
備
(
第
一
条
第
四
十
七
条
〉

経
過
措
置
(
第
四
十
八
条
)
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(号外第 276号)

三
次
の
イ
及
ひ
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
事
項

イ
払
携
し
を
受
け
る
機
関
に
金
融
機
関
を
希
望
す
る
者
〔
ロ
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
)

関
の
名
称
及
び
預
金
通
帳
の
記
号
番
号

ロ
払
渡
し
を
受
け
る
機
関
に
郵
便
貯
金
銀
行
(
郵
政
民
営
化
法
(
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
)
第
九
十

四
条
に
規
定
す
る
郵
便
貯
金
銀
行
在
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
の
営
業
所
文
は
郵
便
貯
金
銀
行
を
所
属
銀
行
と
す

る
銀
行
代
理
業
(
銀
行
法
(
昭
和
在
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
)
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
銀
行
代
理

業
在
い
う
。
)
を
営
む
郵
便
局
(
郵
便
局
株
式
会
荘
法
(
平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
)
第
一
一
条
第
二
項
に
規
定

す
る
郵
便
局
在
い
う
。
)
(
以
下
「
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等
」
と
い
う
。
)
を
希
望
す
る
者
(
預
金
口
座
へ

の
払
込
み
を
希
望
す
る
者
在
除
く
。
)
払
渡
希
望
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地

四
旧
法
第
七
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
但
法
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
十
二
月
に
支

払
う
べ
き
年
金
を
そ
の
前
月
に
支
払
う
と
と
を
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
条
の
三
第
二
項
第
一
号
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
在
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ
中
「
郵
便
貯
金
銀
行
(
郵
政
民
営
化
法
(
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
)
第
九
十
四

条
に
規
定
す
る
郵
便
貯
金
銀
行
在
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
の
営
業
所
又
は
郵
便
貯
金
銀
行
在
所
属
銀
行
と
す
る
銀
行
代

理
業
(
銀
行
法
(
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
冗
十
九
号
)
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
銀
行
代
理
業
を
い
う
。
)
を
営

む
郵
便
局
(
郵
便
局
株
式
会
社
法
(
平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
)
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
郵
便
局
を
い
う
。
)
(
以

下
「
郵
便
貯
金
銀
行
の
嘗
業
所
等
」
と
い
う
。
ど
を
「
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
未
支
給
福
祉
年
金
支
給
請
求
書
門
様
式
第
九
号
)
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
害
類
在
添
え
て
、
己

れ
在
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
唄
在
記
載
し
た
請
求

書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
に
改
め
、
同
条
各
号
在
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

一
受
給
権
者
の
氏
名
及
び
住
所

二
受
給
権
者
の
死
亡
の
年
月
日

三
受
給
権
者
の
国
民
年
金
証
書
の
記
号
番
号

四
帯
歪
宮
山
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
請
求
者
と
受
給
権
者
と
の
身
分
関
係

五
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
事
項

イ
払
渡
し
在
受
け
る
機
関
に
金
融
機
関
在
希
望
す
る
者
ハ
ロ
に
規
定
す
る
者
在
除
く
。
)
払
渡
希
望
金
融
機

聞
の
名
称
及
び
預
溢
通
辰
の
記
号
一
番
号

ロ
払
捜
し
を
受
け
る
機
聞
に
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等
を
希
望
す
る
者
(
預
金
口
座
へ
の
払
込
み
を
希
望

す
る
者
を
除
く
。
)
払
渡
希
望
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地

六
請
求
者
以
外
に
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
と
受
給
権
者
と
の
身

分
関
係

第
十
一
ニ
条
に
次
の
-
項
在
加
え
る
。

Z

前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
受
給
権
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
受
給
権
者
と
請
求
者
と
の
相
互
の
身
分
関
係
在
明
ら
か
に
す
る
己
と
が

で
き
る
書
類

二
受
給
権
者
の
死
亡
の
当
時
、
受
給
権
者
が
請
求
者
と
生
計
老
同
じ
く
し
た
己
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類

様
式
第
-
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
削
除

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
(
表
面
)
中
「
草
刈
叫
芹
ゆ
菊
湾
側
鎖
困
問
」
を
「
田
幹
嶋
凧
町
議
議
」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
合
一
ペ
ー
ジ
)
中
「
昆
当
伸
一
昨
蒲
薄
制
部
副
知
」
を
「
滴
附
議
蜜
汁
間
」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
(
表
面
)
及
び
様
式
第
六
号
中
「
荏
凶
洋
ゆ
菊
田
時
制
部
画
期
」
を
「
田
耕
骨
ゆ
義
務
」
に
改
め
る
。

様
式
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
七
号
か
ら
第
九
回
章
ゆ
か
で
削
除

(
厚
生
年
金
俣
除
淫
施
行
規
則
自
-
部
在
改
正
す
る
省
令
等
の
一
部
改
正
)

第
+
一
条
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

一
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
-
部
か
改
正
す
る
省
令
〔
昭
和
一
一
干
六
年
厚
生
省
令
第
四
十
八
号
〉
附
則
第
三

項
か
ら
第
五
項
ま
で

二
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
-
部
在
改
正
す
る
省
令
(
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
十
七
号
)
附
則
第
四
項

払
渡
希
望
金
融
機
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( 

三
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
一
号
〉
附

則
第
四
条

四
厚
生
年
金
保
険
法
、
施
行
規
則
等
の
一
部
在
改
正
す
る
省
令
(
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
ご
十
二
号
)
附
則

第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
並
び
に
窒
ハ
条
第
一
項
及
び
第
二
項

〈
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
在
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
〕

第
十
二
条
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
)
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
厚
生
大
臣
」
を
「
厚
生
労
働
大
匡
」
に
改
め
る
。

(
厚
生
年
金
基
金
規
則
の
一
部
改
正
)

第
十
三
条
厚
生
年
金
基
金
規
則
(
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
)
の
-
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
国
民
年
金
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
)
第
一
条
」
在
「
国

民
年
金
法
(
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
)
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
第
二
項
の
表
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
日
本
年
金
機
構
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
の
ご
第
一
項
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
日
本
年
金
機
構
(
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
ど
に
改
め
、

同
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
申
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
機
構
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
機
構
」
に
改
め
る
。

(
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
十
四
条
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
施
行
規
則
(
昭
和
田
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
)
の
一
部
在
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
第
二
号
申
「
国
民
年
金
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
)
第
一
条
」
を
「
国

民
年
金
法
(
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
)
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
規
則
(
昭
和
田
十
一
一
年
程
管
第
一
き
の
一

目
次
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
=
干
四
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
十
一
第
二
号
中
「
設
立
さ
れ
た
法
人
」
の
下
に
「
及
び
日
本
年
金
機
構
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
」
を
「
地
方
厚
生
局
長
若
し
く
は
地
方
厚
生
支
局
長
」
に
、

の
社
会
保
険
事
務
局
長
」
を
「
所
轄
の
地
方
厚
生
局
長
等
」
に
改
め
る
。

窒
ハ
条
第
一
項
、
第
九
条
の
五
第
}
項
及
ひ
第
二
士
一
条
の
二
中
「
社
会
保
険
事
務
局
長
」
在
「
地
方
雇

等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
老
加
え
る
。

(
権
限
の
委
恒
)

第
三
十
四
条
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
厚
生
国

び
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。

一
法
第
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
警
に
規
定
す
る
許
可

二
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査

三
法
第
二
十
五
条
の
三
の
二
に
規
定
す
る
通
知
の
受
理

四
法
第
二
十
五
条
の
二
十
六
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
の
二
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
認
可

五
法
第
二
十
五
条
の
四
十
七
に
規
定
す
る
総
会
の
決
議
の
取
消
し
の
命
令
及
び
役
員
の
解
径
の
命
令
む

険
労
務
土
会
に
係
る
も
の
に
限
る
。
)

六
法
第
二
十
五
条
の
四
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
徴
収
、
勧
告
及
び
検
査
(
社
会
保
険
労
務
壬
会
H

も
の
に
限
る
。
)

2

法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
地
方
厚
生
支
局
長
に
委
任
す
る
。

し
、
地
方
厚
生
局
長
が
当
該
権
限
在
自
ら
行
う
と
と
在
妨
げ
な
い
。

様
式
第
十
号
中
「
長
一
司
洋
ゆ
菊
湾
側
銀
副
蜘
」
を

に
改
め
る
。



(号外第 276号)

附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
、
第
八
十
七
条
、
第
八
十
七
条
ノ
一
ご
を
削
り
、
同
項
の
表
第

五
十
条
第
二
項
第
二
号
の
項
下
欄
及
び
第
買
十
六
条
ノ
ニ
の
項
下
欄
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
厚
生
労
働
大
臣
」

に
改
め
、
同
表
第
六
十
一
条
か
ら
第
六
十
=
条
ま
で
、
第
六
十
五
条
第
一
項
、
第
八
十
二
条
ノ
五
第
一
項
及
び
第
八

十
二
条
ノ
七
第
一
項
の
項
下
欄
中
「
船
員
保
険
ノ
事
務
ヲ
分
掌
ス
ル
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
文
ハ
社
会
保
険
事
務

所
長
」
を
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
第
六
十
一
条
第
二
項
第
一
号
の
項
下
欄
、
第
六
十
八
条
ノ
二
第
二
項
第
二

号
の
項
下
欄
及
び
第
六
十
八
条
ノ
八
第
二
項
の
項
下
欄
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
在
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、

同
表
第
八
十
七
条
、
第
八
十
七
条
ノ
二
、
第
八
十
八
条
英
ひ
第
百
三
条
ノ
二
の
項
上
欄
中
「
第
八
十
七
条
、
第
八
十

七
条
ノ
二
、
第
八
十
八
条
及
び
第
百
三
条
ノ
一
亡
在
「
第
八
十
八
条
」
に
改
め
、
同
項
下
欄
中
「
船
員
保
険
ノ
事
務

ヲ
分
箪
ス
ル
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
又
ハ
社
会
保
険
事
務
所
長
」
を
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

間
間
同
問
什
ハ
閑
閑
問
問
問
削
闇
問
問
ハ
問
問
刷
同
1
1
1
1
]

附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
表
第
八
十
七
条
第
一
項
の
項
か
ら
第
八
十
七
条
ノ
二
の
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
二
十
一
条
第
二
項
の
表
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
在
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
五
条
の
こ
を
削
る
。

(
国
民
年
金
基
金
規
則
の
-
部
改
正
)

第
二
十
二
条
国
民
年
金
基
金
規
則
(
平
成
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
)
の
-
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
国
民
年
金
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
)
第
一
条
」
在
「
法
第
十
四

条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
在
「
日
本
年
金
機
構
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
第
一
一
項
中
「
国
民
年
金
法
施
行
規
則
」
を
「
国
民
年
金
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第

十
二
号
)
」
に
改
め
る
。

幸寝官

第

事
険

i 

手
続

前

成

年

福星

第

月曜日

正
)

第
一
干
四
条
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
ひ
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
閲
す
る
法
律
興
行
規
則

(
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

ー
第
十
三
条
の
一
ニ
第
一
項
第
三
号
中
「
国
民
年
金
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
)
第
一
条
」

在
「
国
民
年
金
法
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
住
所
地
(
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
最
後
の
住
所
泊
。
以

下
同
じ
。
)
を
管
轄
す
る
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
文
は
社
会
保
険
事
務
所
長
(
以
下
「
社
会
保
険
事
務
所
長
等
」
と

い
う
。
)
」
を
「
日
本
一
年
金
機
構
(
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
ど
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を

「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
=
項
中
「
社
会
保
険
事
務
所
長
等
」
を
「
機
構
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
申
出
者
の
住
所
地
在
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
長
等
」
を
「
機
構
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
在
「
機
構
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
機
構
」
に
改
め
、
同
条
第
一
一
一
項
を
削
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
改
正
前
の
国
民
年
金
法
施
行
規
則
」
を
「
改
正
前
の
国
民
年
金
法
施
行
規
則
(
昭
和
=
十

五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
)
」
に
、
「
社
会
保
険
事
務
所
長
等
」
を
「
機
構
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
八
中
「
社
会
保
険
庁
」
在
「
機
構
」
に
改
め
る
。

(
国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
在
改
正
す
る
省
令
の
}
部
改
正
)

第
二
十
五
条
国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
在
改
正
す
る
省
令
(
平
成
八
年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
)
の
一
部
在

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
新
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
一
条
」
在
「
国
民
年
金
法
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。
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( 

(
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
在
改
正
す
る
等
の
省
令
の
一
部
改
正
)

第
=
十
六
条
厚
生
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
在
改
正
す
る
等
の
省
令
(
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
)
の
一

部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
(
附
則
第
八
十
八
条
を
除
く
。
)
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
在
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
第
一
号
中
「
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
一
条
」
を
「
国
民
年
金
法
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
(
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
在
吉
む
。
)
又
は
第
五
項
(
同
条
第
七
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
」
を
「
文
は
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
文
は
船
員
保
険
法
第
三
十
三

条
の
四
第
一
項
」
在
削
る
。

附
則
第
七
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
削
除

附
則
第
八
十
八
条
第
二
項
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
機
構
」
に
改
め
る
。

(
介
護
保
険
法
飽
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
二
十
七
条
介
護
保
険
法
施
行
規
則
(
平
成
十
ご
ヰ
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
)
の
-
部
か
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
五
条
第
二
項
中
「
社
会
保
険
庁
長
宮
」
在
「
厚
生
芳
働
大
匡
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
七
十
七
条
中
「
第
百
=
十
七
条
第
七
項
」
在
「
第
百
三
十
七
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

(
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の
請
求
字

続
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
)

第
=
+
八
条
国
民
年
金
法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
還
付

の
請
求
手
続
に
関
す
る
省
令
(
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
五
十
四
号
)
の
一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
の
指
定
す
る
当
該
職
員
」
在
「
厚
生
労
働
大
匡
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
イ

か
ら
ハ
ま
で
」
を
「
イ
及
び
ロ
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
削
る
。

第
四
項
中
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

5

第
-
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
明
敏
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
は
、
日
本
年
金
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

(
厚
生
労
働
省
聴
聞
手
続
規
則
の
一
部
改
正
)

第
二
十
九
条
厚
生
労
働
省
聴
聞
手
続
規
則
(
平
成
十
二
年
厚
生
省
・
労
働
省
令
第
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
公
共
職
業
安
定
所
長
」
在
「
文
は
公
共
職
業
安
定
所
長
」
に
改
め
、
「
、
社
会
保
険
庁
長
官
、
地
方

.
社
会
保
険
事
務
局
長
文
は
社
会
保
険
事
務
所
長
」
を
削
る
。

(
厚
生
労
働
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
福
田
町
田
の
引
受
け
の
許
可
及
び
寵
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
)

第
三
十
条
厚
生
労
働
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
信
託
の
引
受
け
の
許
可
及
び
常
督
に
閲
す
る
規
則
(
平
成
十
二
年

厚
生
省
・
労
働
省
令
第
四
号
)
の
-
部
在
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
労
働
省
」
を
「
厚
生
労
働
省
」
に
改
め
、
「
し
、
地
方
社
会
保
険
事
務
局
の
所
掌
事
務
に
関
連
す
る
事

項
を
そ
の
目
的
と
し
、
か
っ
、
そ
の
受
益
の
範
闘
が
一
の
地
方
社
会
保
険
事
務
局
の
管
轄
区
域
内
に
限
ら
れ
る
信
託

に
あ
っ
て
は
当
該
地
方
社
会
保
険
事
務
局
の
長
と
」
在
削
る
。

(
不
動
産
登
記
の
嘱
託
職
員
者
指
定
す
る
省
令
の
一
部
改
正
)

第
三
十
一
条
不
動
産
登
記
の
嘱
註
職
員
を
指
定
す
る
省
令
(
平
成
十
三
年
厚
生
省
・
労
働
省
令
第
五
号
)
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
塁
」
在
「
輔
銅
問
時
・
児
童
家
庭
塁
」
に
改
め
、
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
普
遍

方
社
会
保
険
事
務
局
長
」
を
削
る
。

(
厚
生
労
働
省
の
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
)

第
三
十
二
条
厚
生
労
働
省
の
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
に
関
す
る
省
令
(
平
成
十
二
年
厚
生
省
・

労
働
省
令
第
八
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

年

金

局

長

所

掌

事

務

の

う

ち

、

年

金

特

別

ム

喜

則

(

児

童

手

当

勘

定
を
除
く
。
)
に
属
す
る
物
ロ
聞
に
係
る
も
の
(
他
の
部

局
長
の
所
掌
事
務
在
除
く
。
)



(
法
第
百
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
)

第
三
+
四
条
法
第
百
三
条
の
=
一
第
-
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
務
と
す
る
。

一
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
に
よ
る
長
期
給
付

等
に
関
す
る
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
(
平
成
九
年
政
省
第
八
十
六
号
)
第
四
条
第
八
項
又
は
第
二
十
九
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
応
じ
た
資
科
の
提
供
に
係
る
事
務
(
当
該
官
蒋
の
提
供
を
除
く
。
)

二
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員

共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
存
続
組
合
が
支
給
す
る
特
例
年
金
等
に
関
す
る
政
令

(
平
成
十
周
年
政
令
第
四
十
五
号
)
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
応
じ
た
宙
科
の
提
供
に
係
る

事
務
ハ
当
該
資
料
の
提
供
在
除
く
。
〕

(
法
第
百
三
条
の
三
第
一
項
各
号
民
需
け
る
事
務
に
係
る
申
請
等
)

第
三
十
五
条
法
第
百
三
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、
機
構
の
定

め
る
年
金
事
務
所
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
二
条
中
「
社
会
保
険
事
務
所
長
等
」
老
「
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
二
章
経
過
措
置

第
四
十
八
条
老
齢
厚
生
年
金
者
の
受
給
権
者
」
(
雇
用
保
険
法
[
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
律
第
三

十
号
)
附
則
筆
ハ
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
者
改
正
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
年
法
律
第

三
十
四
号
〉
附
則
第
六
十
二
条
の
二
文
は
国
民
年
金
法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
(
平
成
六
年
法
律
第
九
十
五
号
〉

附
則
第
二
十
六
条
第
十
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
)
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
=
十

三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
三
の
規
定
在
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
令
第
三
十
三
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
文
は
一
一
雇
用
保
険
福
等
の
-
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
)
に
よ

る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
(
第
三
項
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
」
と
い
ラ
。
)
第
三
十
=
条
の
四

第
-
項
」
と
、
同
条
第
三
項
第
五
号
中
「
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
文
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
」
と
あ
る
の

ほ
「
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
若
し
く
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
文
は
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
に

規
定
す
る
高
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
若
し
く
は
高
齢
再
就
職
給
付
金
」
と
す
る
。

2

退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
(
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
か
改
正
す
る
法
律
附
則
第
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
に
該
当
す
る
者
に
限
る
J
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
在
改
正
す
る
等
の
省
令
(
平

成
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
二
三
附
則
第
二
十
六
条
の
規
定
者
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
五
号

中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
又
は
一
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
決
律
第
=
十

き
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
第
=
-
十
=
条
の
四
第
一
項
」
と
す
る
。

pυ

何
事
軒
1
1
1
1る

月
三
(
経
過
措
置
)

;
一
第
二
条
と
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
七
条
、
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
百
二
十

E
I
-
-
一
条
、
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
百
五
十
八
条
の
二
十
、
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
閲
す

2
一
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
八
条
及
び
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施

1
一
行
規
則
第
十
九
条
の
二
十
四
の
送
付
警
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
日
本
年
金
機
構
法
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規

年
一
定
に
よ
り
機
構
が
承
継
者
受
け
て
保
有
す
る
出
抽
出
官
吏
事
務
規
程
(
昭
和
二
士
写
大
蔵
省
令
第
九
十
五
号
)
第
一

1
一
号
害
式
の
現
金
払
込
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
と
と
が
で
き
る
。

2
一
第
二
条
己
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
と
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

成
一
問
、
己
れ
在
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
と
と
が
で
き
る
。

平
一

O
厚

生

労

働

省

令

第

百

六

十

八

号

、

一
雇
用
保
険
法
等
の
-
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
)
の
}
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法

一
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
記
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整

一
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
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厚
生
労
働
大
臣

量

昭

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
在
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省

令
(
船
員
保
険
福
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条
船
員
保
険
法
施
行
規
則
〔
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
在
次
の
よ
事
つ
に
改
め
る
。

目
次第

一
章
全
国
健
康
保
険
協
会
(
第
}
条
|
第
=
条
)

第
二
章
被
保
険
者

第
一
節
船
舶
所
有
者
に
よ
る
届
出
等
(
第
四
条
第
二
十
三
条
)

第
二
節
被
保
険
者
に
よ
る
申
出
等
(
第
二
十
四
条
|
第
一
一
一
十
三
条
)

第
三
節
被
保
険
者
証
等
(
第
三
十
四
条
l
第
四
十
-
条
)

第
三
章
保
険
給
付

第
一
節
職
務
外
の
事
由
に
よ
る
疾
病
、
負
傷
若
し
く
は
死
亡
文
は
出
産
に
関
す
る
保
険
給
付

第
-
款
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
毒
茸
費
、
療
養

費
、
訪
問
看
護
療
養
費
及
び
移
送
費
の
支
給
(
第
四
十
二
条
l
第
六
十
八
条
)

第
二
款
傷
病
手
当
金
及
び
葬
祭
料
の
支
給
(
第
六
十
九
条
第
七
十
二
条
)

第
三
款
出
産
育
児
一
時
金
及
び
出
産
手
当
金
の
支
給
(
第
七
十
三
条
l
第
七
十
九
条
)

第
四
款
家
族
療
養
賞
、
家
族
訪
問
看
護
療
養
費
、
家
族
移
送
費
、
家
族
一
一
葬
祭
料
及
び
家
族
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
(
第
八
十
条
第
八
十
五
条
)

第
五
款
高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
按
養
貨
の
支
給
(
第
八
十
六
条
第
百
九
条
)

第
二
節
職
務
土
の
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
疾
病
、
負
傷
、
障
害
若
し
く
は
死
亡
又
は
職
務
上
の
事
自
に

よ
る
行
方
不
明
に
関
す
る
保
険
給
付

第
一
款
休
業
手
当
金
の
支
給
(
第
百
十
条
l
第
百
十
三
条
)

第
二
款
障
害
年
金
及
び
障
害
手
当
金
の
支
給
(
第
百
十
四
条
l
第
百
二
十
五
条
)

第
三
款
行
方
不
明
手
当
金
の
支
給
(
第
百
二
十
六
条
)

第
四
款
遺
族
年
金
の
支
給
(
第
百
二
十
七
条
第
百
四
十
一
条
)

第
五
款
前
弘
-
時
金
の
支
給
(
第
百
四
十
二
条
l
第
百
四
十
九
条
)

第
三
節
雑
則
(
第
百
五
十
条
|
第
百
五
十
八
条
)

第
四
章
保
健
事
業
及
び
福
祉
事
業
〈
第
百
五
十
九
条
)

第
五
章
費
用
の
負
担
(
第
百
六
十
条
第
百
七
十
一
条
)

第
六
章
船
員
保
険
事
務
組
合
(
第
百
七
十
二
条
第
百
七
十
八
条
)

第
七
草
承
認
法
人
等
の
給
付
の
事
業
〔
第
百
七
十
九
条
第
百
八
十
六
条
)

第
八
章
雑
則
(
第
百
八
十
七
条
第
二
百
二
十
=
条
〕

附
則

第
一
章
ノ
ニ
の
章
名
、
同
章
第
一
節
か
ら
第
四
節
ま
で
の
節
名
、
第
二
章
の
章
名
、
同
章
第
一
節
か
ら
第
十
節
ま

で
の
節
名
及
び
第
三
章
及
び
第
三
章
ノ
二
の
章
名
を
削
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(
協
会
に
対
す
る
情
報
の
掴
蓋
む

第
二
条
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
提
供
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
第
四
条
、
第
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
舶
所
有
者
に
閲
す

る
届
出
に
関
す
る
事
項

ニ
第
六
条
第
一
項
、
第
T
ニ
条
第
二
唄
、
第
十
=
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
堤
ひ
に
第
二
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
証
の
訂
正
に
関
す
る
事
項

三
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
報
酬

月
額
に
係
る
届
出
文
は
申
請
伝
聞
す
る
事
項

四
法
第
七
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
行
う
に
つ
き
、
醤
寓
な
年
金
給

付
等
の
支
給
状
況
に
関
す
る
事
項

五
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
が
保
有
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
協
会
の
業
務
の
実
施
に
必

要
な
も
の
伝
聞
す
る
事
項


